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33)  山本善裕．MRSA 感染症診療の実際～ガイドラインと臨床～．第 13 回上越 IC フォーラム；2014 Nov 21；上越． 
34)  山本善裕．グラム陽性菌感染症診療の実際～診断から治療まで～．広島感染制御薬剤師セミナー基礎コース；2014 
Nov 22；広島． 
35)  山本善裕．感染対策の考え方～感染症学と感染制御学～．平成 26 年度第 4 回愛知県実践感染対策カンファランス；
2014 Nov 25；愛知． 
36)  山本善裕．感染制御の重要性～最近話題の感染症を含めて～．富山協立病院感染学習会；2014 Dec 1；富山． 
37)  山本善裕．インフルエンザを考える～鳥インフルエンザから新型まで～．インフルエンザフォーラム 2014 in 長岡；
2014 Dec 2；長岡． 
38)  山本善裕．呼吸器感染症診療の実際～経口抗菌薬を中心に～．第 2 回福井呼吸器カンファランス；2014 Dec 16；福
井． 
39)  鳴河宗聡. 富山県における感染症診療および感染対策ネットワークの現状．インフルエンザ研究；2014 Feb 7；富山． 
40)  鳴河宗聡．抗菌薬投与の選択・投与と薬剤師の役割．第 4 回 富山県病院薬剤師会 感染制御研修会；2014 Feb 22；
富山． 
41)  鳴河宗聡．院内感染と危機管理．富山県感染対策初級者研修会 特別講演；2014 Mar 1；富山． 
42)  鳴河宗聡、芦澤信之、山本善裕．HIV の治療経過中に悪性高血圧を合併した症例．北陸 HIV ケースカンファレンス；
2014 Mar 23；金沢． 
43)  鳴河宗聡．院内感染と危機管理．北陸中央病院院内感染対策講習会；2014 Jun 27；富山． 
44)  鳴河宗聡．みんなで行う感染対策．高岡市民病院院内感染対策講習会；2014 Jul 3；富山． 
45)  鳴河宗聡．感染症治療と感染対策ネットワーク．高岡市民病院医療連携懇話会；2014 Jul 7；富山． 
46)  鳴河宗聡．感染対策 up to date ．富山県感染対策担当者フォローアップ研修会；2014 Aug 3；富山． 
47)  鳴河宗聡．感染症から身を守る．富山県老人クラブ連合会研修会；2014 Oct 1；富山． 
48)  鳴河宗聡．感染対策のポイント．富山県感染対策担当者養成研修会；2014 Oct 4；富山． 
49)  鳴河宗聡．院内感染と危機管理～感染対策と地域連携～．済生会富山病院院内感染対策講習会；2014 Oct 8；富山． 
50)  鳴河宗聡．アウトブレイク対策のポイント．富山県感染対策担当者養成研修会；2014 Oct 25；富山． 
51)  鳴河宗聡．器材の取り扱いと職業感染対策．第六回北陸中材業務・感染対策研究会；2014 Nov 30；富山． 
52)  芦澤信之，小尾勇人，名倉里織，鳴河宗聡，辻 泰弘，藤 秀人，芳村直樹，山本善裕．腎不全患者に対してリネ
ゾリドの TDM が有用であった 1 例．富山難治性感染症研究会；2014 Mar 13；富山． 
53)  芦澤信之，河合暦美，山口智史，小尾麻衣子，朴木博幸，多喜博文，鳴河宗聡，山本善裕．トシリズマブ治療中に
発症した侵襲性肺炎球菌感染症の一例．富山肺炎予防講演会；2014 Apr 4；富山． 
54)  芦澤信之．抗菌薬の基礎知識と適正使用．富山県院内感染対策担当者（TICS）養成研修；2014 Nov 8；富山． 
55)  芦澤信之．HB ワクチン接種と針刺し事故について．西能病院院内感染研修会；2014 Nov 25-Dec 2；富山． 
56)  河合暦美．職業感染対策．富山県感染対策担当者養成研修会；2014 Oct 4；富山． 
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